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いわゆる「植民地物産」について

本源的蓄積の商品史的検討 (2)

渡 辺 尚

II 18世紀後半

2 ベッグマン『商品学序論Jl 0793ー 1800)

「技術学JTechnologieの 始 祖 と 呼 ば れ る ヨ ハ ン ・ ベ ッグマ γ ゐhannBeck-

mann (1739-1811)" は，商品学史においても先駆者の一 人 で あ る 。 ド イ ツ 啓

蒙主義の生み出した百科辞典的，博物学的著述家の典型として， 1766年以後ゲ

1) ベッウマン研究については，技術学百上び商品芋の分野ですでに厚い苦積があるが，さしあた

り.Artikel“Beckmann， Johann"， in: Allgemeine Deutscke B叫gγaphie，Bd， 2， Leipzig 1875， 

S 田8;Ders.， in: HWSW， 4. Aufl..， sd. 2， 1924， S. 448， Ders.， in: Neue Deutsche Bi，噌 ，aρhie，
Bd.1，乱1unchen1953， S. 727; Gunter Grundke， Nachwort zur Reprint-Allsgabe， Waarenkunde， 

Leipzig 1~71:! (注3)を参照);Edmund Sundhoff， Dreihundert Jahre H andels山 ssenschaft，
Gottingen 1979， S. 89-90，等を参照。邦語文献では，風巻義孝『商品学の誕生 ディマショーキー

からベックマンまでj，克洋経済新報社，昭和51年j の第3部「宮ハン・ベッグマン研究」およ

び木本忠昭「ドイツ官房芋とテヒノロギーの形成，その1.その 2J ~社会文化研究j，第6 巻，

1980年，第7巻， 1981隼がとりわけ参考になる。またベックマンの Beytragezur Geschickte 

der Erfindungen， 5 Bde.， Gottingen 1780-1805 (以下， ~論集』と略語〉の邦訳，特許庁内技術

史研究会訳『ヨハン田ベッグマン 西洋事物起源 I-illj!， ダイヤモンド社』 昭和55-7年， に

収寵された， 英訳山版人口enryG. Bohnの「ミックマンの憶い出J，前文17-24頁， も参考に

なる。

Technologieという用語を初めて使用した年については， 筆者が利用しえた，A叫eltungzur 
Technologie， oder zur Kenntnis der H叩 d問 rke，Fabriken und Manufacturen，町 rnehmlich
derer，山 lchemit der Landwirtkschaft， Polizey聞 d Cameralwissenschaft in nackster 

Verbindung stehen. Nebtt Beytragen zur Kuπstgeschichte， Sechste， verbesserte und vermehrte 
Ausgabe， Gottingen 1809 (以下， w技術学入門』と暗記〕の序文 (5.21)で， かれし自身次のよ

うに述ベヤい不。 r1772年に初めてわ犬 Lば， それまで普通用いられる呼称であった KU17St

geschichteのかわりにJ Tec hnologieを使った〈この語は今やすでにドイツの内外で受け入れら

れている)J，む これの考証をめぐる論争については， 風巻z 前調書" 228頁以下，および木本

「ドイツ技術学史研究をめ fる若干の問題一一風巷説考氏の Beckmann研究に寄せて J W社
会λ化研究~，第 5 者， 197::年，を参照。



2 (2) 節目3巻第1.2号

ッテインゲン大学で教壇iこ立ったかれの講義科目は，鉱物学，農学，商品学，

商業学，行政学，官房学等の多岐にわたったという。かれの業績の中でも本稿

の関心の対象となるべきものは，さ Lあたり『商業学入門j(1789年)"と『商

品学序論j(1793-1800)3)であろう。後者はまさにその書名ゆえに，ベッグマ

ンが商品学を商業学から独立させた先駆けと呼ばれる所以となったものであ

るへそこで本稿ではこの後者を取り上げ，いささかの検討を加えてみたい。

18世紀最後の 8年問を費して公刊された木喜は Z巻 6冊にわたり， ~商品学

序論あるいは重要な外国物産の知識のためにj (以下， ~序論」と略記〉とし、

う書名が示すように， 42品目の「外国物産J" を選び出 L， それぞれについて

詳細な解説を施したものである。 Kolonialwaren とL、う概念がかれにはおそら

くまだ無かったことが，この書名だけからも窺われるのであるが，他面，かれ

の商品学的関心が，いわゆる「外国物産」のドイツへの顕著な琉入によって，

触発されたものであるととが示唆きれでもいるのそれでは，かれの関心が「外

国物産J，言い古ミえれば非ドイツ物産山に向う場合に，それが事実上どのような

2) J. Beckmann， Anleitung ZUT Hμndlungswissenschaft Nebst E叫ωurfzur Handlungsbiblio-

thek， Gottingen 17田草L昔は本書参照の機会をまだ得ていないが， E.ウ zーパーが本書に言及
しており，その序文のヲ1用によると，ベヅクマンは同業学の補助学とし亡，数学，地理学と並べ
技術学，商品学を挙げている。 EduardWeber， Literaturgeschichte der Handelsbetriebslehre， 
in: K. Bucher(Hrsg.)， Ze山 chriftfur die gesamte Sta酎 S叩"開5chαrft，Erganzu暗 sheftXLIX， 
Tubingen 1914， S. 96-7商業学史における本書の意義をズントホフもまた重視する。 E.Sundhoff， 
a. a. 0.， S. 75 

J) J. Bcckmc.nn， Vorbereitung .'!'ur Waarenkmzde， oder zur Kenntnis der vornehn包sten 叫 S

landischen WI同 ren，ιottingen，Bd. 1， Stuck 1-2，1793， Stuck 3-4，1794， Bd. 2， Stuck 1， 1796， 
Stilck 2， 1800.筆者が利用しえたりは，前出の G.Grundkeの後文〈注 1)を告照〉を附して
1978年に Zentralantiquariatder DDR， Leipzig， jJ'ら刊行された担$UI置である。なお本書と並
行する形で刊行された『論集』も構品は叫℃おり，訴揖される99品目の中15品目はむしろ本書に

収録されるべきものである。また lndigoは両書に取り上げられている。
4) G. Grundke， Grundris der allgemeinen Warenkunde， 4. neubearb. Aufl.， Bd. 1.， Leipzig 

1075， S. 16-22. 

5) Auslandi.sche Waarenと、、う語が当時どD程度 般品していたものであるのか， という点を
判断する手掛りは乏しい。ちなみに，ルドピーチには AuslandischeWaaren 0)項目はないが，
Auslanaische D的geという項目が見出される。それによれば， rラテン語の出ottca， pereg円四

に当り z われわれの土地で自然から産出しないすべての駒品がこラ呼ばれる」と述べ，動目鉱・
植物について，各々二.三の倒を挙げている(鉱物も含むことに注意)" Ludovici. Lexic，加，
Theil 1， Sp. 1087 
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商品 群に絞られていく傾向を皐せるのかという点に，本稿での検討の焦点が当

てられる。

ここでまず，ベッグマンが取り上げた物産の要目を一覧表にまとめてみると，

第 1衰のようになるコ一見して無作意抽出の印象を与 え何らかの体系性を感じ

させないという点でl いかにもこれは『序論~，あるいは『試論』でしかない。

かれが当該品目の抽出にあたってどのような選択基準をもってしたのか7〉， こ

れらのほかに取り上げる予定のものがあったにもかかわ ら ず ， 結 局 こ の42品目

にとどまったのはなぜ な の か ベ そ も そ も 本 格 的 な 商品学の体系的著作の構想

はあったのか9〉，当初にはあったとしても， 日年にわたる執筆の途中で関心の

変化が生じたのか，等の点についてはさまざまな解釈があわえよう'"。しかし，

6) 佐山りように， 4Z品目白中には|ドイツ(ハノ フアー〕物産Jも含まれるので， i外国物産」

という標題は正確とは言えない。なお，ル}ピーチに DeutscheWaarenとし、う項目はないが，

ツェードラーには AuslandischeWaaren という項目は欠けているものの，Teutsche-W.同叩n

という項目が見出される。.T.H. Zedler. U間山口al-Le:dcon，RrI. 43， 1745， Sp. 258-61 これに

よれば， iドイツ物産」とは， iユルベ，オ ダ，ベーザー， ドナウ，ライン，マインz モ ゼ

ルという著名な河川を通って， ヨーロッパ申他の諸地域へ週ばれるもの」の謂である。

7) i序言」の中でz かれは本書執筆白動機や方針に言及しているが， i準備のできた項目から書

き踊って l.< J (8. IX)と明記しており，編別構成に恵図的に体系性を持たせまいとしているか

のごとくである。なぽそむような執筆方針を執るかについて，同庁、的な説明はない(注14)を参

1%)。

8) 同じく「序言」の中で， i4巻 CStuck)から成るはずの各部 (Theil)の末尾に完全な索引を

附けて[読者の]利用の便宜を計るつもりであるJ(8. IX)，と述べている。事実，第l部の末尾

に27頁に上る素引が附されているが (8.591一目的1 前iものよ号に開2部は第ヌ巻までで終ってお

り，索引も~"されていない。少くとも当初には 2 部 8巻の執筆を子定していたかぎりでl 形式的
には本書ば宋完の著作と言うべきであろう u

9) 同じく「序言」の中でかれはこうも述べている。 iこの著作においてもかれら fドイツ内外の

有能な商人たち]の知識を利用できるならば，どんなに多くのものを得る ζ とができるだろうと

認識している。ここで読者は，なぜ私が商品学そのものではなしその序論にすぎないものを刊

行しようと思品、立ったのか，その理由が分かるであろう。とても不可能事と思えるような完壁さ

をすべての項目について等しく期して思い煩うかわりにj これまで利用しうるすべての手段によ

って学びえた，そして記憶しているF ぎり Dものを，本書では提供したいのであるJ(S. VlII-
IX)， eo ここには， 般に商品知識の集積は， まだ本格的な商品学の著述を可能にするだけの

水準に達していないとの乱識が示されている。とすれば，Z部8巻という執筆予定も暫定的なも

のにすぎず，そのかぎりで. 6巻で終ったとしても，内在的にはあながち未完の書とも言い切れ

なし、ということになろう。

10) nl'論』については，とりわけ夙l'!， 前掲脅の第6章においてすでに詳説されており， 筆者は

これから多くの教示を得た。それにもかかわらず筆者があえて『序論』の再検討を試みる所以

は，前j司書が『序論』をベックマンD学問体糸および商品学史の中で位置づけることを目的とノ
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第 1表(続〉
同巴

項 目 頁 主 産 地

24 鷺羽 Raigerfedern 453-465 動
ドイツ， ヨ}戸 vパ，
レバ y ト，アジア

25 アンゴラ山羊毛 Kamelhaar 466-526 動 レバントミノレジャ

Citronen， Orangen， 
直J¥ヨー戸 'Y"''''レパント，26 甘橘類 Pomeranzen， 527-572 植

Apfelsina， 
Jレシャ

27 乳香 Limonien， Mastix G73~G91 植
青J¥写ヨーロ、yパ.レパント.

Jレシーャ

28 サゴ相rr.子 Sagu， Sago， Sego 1-21 植 東南アジア，北米

29 海綿 Schwamm 22-39 動 地紅海中海， アフりカ，

30 軽石 Bimstein 40-53 鉱 イタリア，アイスラ Y ド

31 松露 Truffeln 54-80 植
ドイツ ヨーロヅ パー
アフリ，カ，アジア

32 牡蛎 Austern 81-111 動 地中海，北海，バルト海

33 白檀 Sandelholz 112-142 植
インド，中国y マダガス
カ'"，アフカ

34 蘇芳 Sapanholz 143ー 155 植 東南アジア

35 木監 Indig 157-192 植 ヨーロ，ッ4パ1 アフリカ
アジア ・南アメリカ

36 真珠貝 Perlenmutter 193-227 勤 車アジア， ベノレラ/ャド湾諸，島
アメリカ，西イン

37 車前草 FlδhSarnpefny巴l 
Semen pfyllii 228-232 植 ドイツ~.ロ v パ

38 雲母 Marienglas 233-250 鉱 ジベロア，ベルー

39 黒銘 Zobel 251-273 動 シベ Pア

40 おこじよ Hermelin 274-280 動 北ヨーロッバ，シベリア

41 紅花 Saflor 281-30日 植 中東国商』 インド，
アジア， レパント

42 ツィベート Zibet 301-308 動
中国，インド，レパント，
771)カ，アメリカ

注(1) 通し番号はペッケマ γ 自身による。 (2) 空行比巻目冊の別を示す。

(3) 類別欄の製は製造品tb 動は動物性， 植は植物性， 鉱は鉱勅性0略。 r綿」には綿花，綿

糸，綿布が含まれるがj 便宜的に綿布で類別を行ったo r藤」には製造品としての藤jョtと，
藤細工原料とが古まれるが，前者によって類別を行った。

(4) 主崖地はベヅクマンの挙げているものを記入した。西インド諸島の島名が列挙されている

ような場合には，西インド諸島と一括表示した。
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用 途 取扱業者 等 備 考

装飾料

製 帽料 犬路蛇部毛分，ほ羊rrr羊毛毛も含む総称，

呑食料料j 染料〈赤・絹)， AApra otheke(r)， 
zneywaaren Technologie 

薬種，塗料，香油 Apaoteth1e1akleisrt 〔waaren〕

食 料

器 具料
Materiali自t，Apotheker， 
Specereywaaren 

研 摩材

食 キ干

fま 料

香料，染料〔赤)，器具材 Technologie 

染料〔赤・寅〕

染料〈青〉 Technologie， Erfindungen 

器 具材 Apotheker(waarcn) 

染料，仕上料 Apotheker， Mllterialist 

透 明材

毛 皮

毛 広

染料(赤・絹)，泊料 Apoth巴kerwaaren

香 料 Apotheker 

(5) 取担業者等欄には，記述の中で Apotheke(r)，Materialist等に言及されている場合に，そ
れを示Lた。したがって，当該項目以外は Aω や M飢ではないということにはならなし、。

たとえば， 34蘇芳，白木藍等は明らかに Mw である o

(6) 備考欄の Technologieは， w技術学入門』の Wollenfarberey(J)章中で， iっともよく使

われる MαteriaHenとして挙げられ， w序論』参照の指示があることを示す。
(7) 向上欄の Erfindungeπは，同一項目が『論集』にも収録されていることを示す。
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ここではベックマン諭にっし、て立ち入る必要はない。ただ1 この一見していか

にも羅列的な『序論』できえ，宇はり時代の関心をそれなりに反映しているは

ずという意味で，看過しえない点はどのようなものであるのか， ということだ

けを確認Lておけば十分である。第 1衰の要目を相互対照すると，さしあたり

次の上うな点が，基本的論点として導き出されるであろうの

① 何よりもまず，少くとも『序論』において，Kolonial叩昨仰という用語

が使用されていない，ということである。かわりに，Apotheke(r)， Apothek昨

日 aaren，Ar zneiwaaren， Materialistenという類語が比較的多用され， 42品目

のうち15品目，すなわち三分のー強がそのようなものとして扱われている。し

かもその際，A加や M即という商品表示それ自体よりも，むしろ Apotheke(r)， 

Materialisten という職種表示が好んで用いられているのであり，ベッグマン

の商品学的関心が，多くの場合まず特定の職種に向けられ11〉3 ついでその取扱

品目に焦点が合わされるという，一種の屈折現象を呈してもいることは否定で

きなし、。ここでもまた，薬種商」が脚光を浴びる。

② 42品目のうち27品目はほぼ完全な非ヨーロッパ物産， 15品目がヨーロッ

パをも産地とするものであり，後者の中で，主産地としてヨーロッパだけが挙

げられているのはわずか 6品目にすぎない。 rョーロヅパ物産」のうち 5品目

ほドイツ(ハノーファー〉でも産出 L， したがって『序論』が「外閏物産」を標

携しているのは，全〈正確である〉は言えない。 Eはいえ， ~7品同が非ドイツ

物産であり，しかもそのうち27品目，すなわち全体の三分の二近くが非ヨーロ

ッパ物産であることを考えると，ベヅグマンの関心が単に非ドイツ物産一般に

、しているのに対し! 本稿の関心ま， K，肌概士成立史の中での『序論』の意義に向けられるから
である。 ζの関心からすれば， ~序論』で取り扱われる商品について， rこれ[綿]を除けばめ
ぼしいものはなく，近代的な工業に関連する商品が多いとはけっしていえないJ(向上~. 159頁〉
とL寸，周巻による評価には同ほしがたh

11) ベックマシが薬学の発展を重視していたことは明らかであるが(注lηを参照)，かれが商人と
いう時， ，車種商jを念頭に置いていたことも，日ほ間違いないところであろう。 r.ちろん普通
の商人は，自分に富をもたらすはずの商品についてあまり知ろうとしないu どのMaterialist
や Apothekerも故 M昨日グ (J) Apparat田 medicami;山 m を利用するすべを知らないJ(S 
VII)。なお，興味探いことには， ，車種商JAtothekenは『論集』で独立項目として取りよげら
れている。邦訳， II， 484~99買。
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ではなぐ，す「れて非占ニム;ム物産に向っていたことは明きらかである。

③ 42品目のうち"~品目までが非製造品であるが，これは植物性21品目，動

物性14品目，鉱物性 3品目という内訳であり，鉱物性品目の少いことが印象的

である。しかも Iナポリ黄j， I軽石j， I雲母」とも非金属性物質である。

「外国物産」に対する関心から，鉱物， とりわけ金属性物産が排除されている

こ主ば，一体何に由来するのであろうか。地質学的条件に規定される埋蔵資源

ではなく，生態学的環境に規定される生物資源に商品学的関心が収赦するとと

の意味を問うことはさておいて，ここではただ，後代「植民地物産」範鴎が成

立した時，鉱物が排除されるか，少くとも主たる関心の対象から外されること

と共通するものがあることだけを，看一過できない点として指摘しておこう山。

ベックマンにそもそも鉱物に対する関心が無かったわけではなし鉱物学の講

義も行っていることを考えれば I外国物産」に鉱物がほとんど含ませられて

いないという乙とは，むしろ何らかの積極的判断が働いていたとみる方が妥当

であろう。

もっとも，かれがかのリンネから強い影響を受け， とりわけ『序論』にそれ

が窺える ζ とは十分に留意されなければならな¥，，13)。実際， ~序論』の中では

しばしば日 γ 不が引用されている。リンネが生物学の分野で確立した分類学の

方法に触発されて商品分類学を成立せしめようとすれば，さしあたり生物系物

産の分類から始めることが比較的容易である， との判断があったのかもしれな

い。しかし，つねに対照されるべき生物分類学に固有の方法に自ずから規定き

12) Albert Franz Jocher， Die H聞出lsschule，Reab=Encyklopadie der H仰 delswissenschaften，
Bd. 2， Quedlinburg und Leipzig， 1834， S. 221 

13) 近代生物学史において， Iニ〔項名式〉命名怯j(bi印刷scheM開閉lklatur)の確立により分類
学を大成した Carlvon Linne [ιarolus LinnaeusJ (170千 1778)はへ v グマンの師の一人であ
り，かれがとりわけりンネから強い影響を受けたことは， 風遺， 前掲書， 218頁， を参照。植
物分類学方法論については，沼田頁編『新しい生物学史~，地人書館，昭和48年， 207-15頁，山
岸高田他『植物系統分類の基礎j，図鑑の北陸舘j 昭和49年， の序論を参照泊分類学史における
リシネの位置づ叶につレては，とりわけ木村陽二郎『ナチュラりスト山系譜 近代生物学の成
立史 ~，中公新書，昭和51<年， 74-102頁，が参考になる。この阻か，中村禎里『生物学の歴
史』澗出書房新社， 1973年， 121 -5頁;G. R テイラー著， 矢部・江上 大和訳『生物学の歴
史 1~ みすず書房， 1976年， 77-83頁，をも参照。
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れて ， 商品分類学においても，対象を特定の商品群に限定せざるをえないとい

う 事 情 がありえたにしても，むしろ，ベックマ Yの商品学的関心が，そもそも

「外国物産J. しかも非ヨーロッパ物産，さらには生物系物産，その中でもすく

れ て 植 物性物産に以敬するという指向性tすでに帯びていたがために， リγ ネ

の 方法論もまた志識に上らざるをえなL、という側聞こそ，木稿が重視しなけれ

ばならないところである 1へこの指向性は. 18世紀末ドイツの商品世界の運動

自体が示した方向性と，まったく無関係ではないはずだからである。

④ 42品目の中で，製造 品 と み な き れ う る も の は ， 綿 商品の 部としての綿

製品，藤杖，醤油，墨'"のわずか 4品目にすぎない。もちろん他の非製造品と

目 さ れ るべきものにしても，土地から産出したままの原初的形態ではない。多

かれ少かれ，洗浄，栽断，粉砕，乾燥，草案皮，浸漬等の一次加工は施されてい

るのであり，製造品と非製造品の区別は一義的ではなし、。とりわけ広義の食品，

14) ~序論』にみられるベッグマンのリ γ不に対する態皮は二面的であり，したヵ、ってりンヂから

受けた搭響の現れ方も屈折しているように思われる。 1序言」でかれが. 1何よりもまず問題と

なっている商品が何であるのか，すなわち. 1自然の生の産物Jrohes Produkt der N aturなの

か それとも「人為町加えられた製品JWerk der Kunslなのかが決定されなければならない。

どの場合にもこの産物が取得される， あるいはこの製品に「材料JStoffを供給する「資源J
Naturalの属2二種とが体系的r決定されな切ればならなし、」のめと述べる時， リンネの影響

は明らかである。と4まいえ，この「序言」の中で一度と Lてりン不に言及しないばかりか. ~序
論』の構成について 11自撚の体系JNatursystemによる配列は， そのタJ目識を自分は前提と Lて

はいるが，本書では無用白も白であるJ(5. IX)と， リンネの『自然の体系JlSystema naturae 

[1735年τ 特に重要なのは1758年の第四版1をあえて鼎視しようとする姿勢を感じさせる叙置さ

え見出される。~序論』ぽかりではなく j これと並行して刊行された『論集』にもみられる，標
本抽出の際の作品的品作圭主義と項目配列の査歯品轟荊主主は， リンネ的世界線に対する一定の

批判を蔵したもの， と理解することもできるのではないか。注7)を審問時

15) このうち藤杖と哲油の両項目において，日本に言及されていることは興味深い。藤杖について

言「ラ.1この数年来別種の杖が型用き札右上弓になった@ これはオランダ人がJapanischeRat-
ttngsと呼ぶものである。これは藤 Calam出 rotangではなくて，竹 Bambusrohrから作られ

たもりであるJ(Theil 1， S. !)のj むなお.1藤杖が普通 SapanischesRohγ と呼ばれる所以は

かつて「あらゆる新奇な外国物産Jalleπeue auslandiscke SachenをSpanischeと呼んだ

ことに由来すると考えられるJCTheil 1， S. 97)という指摘に注意。注5)参照咽醤油について

は. 1これは目本からは木製の小さな樽に， 中国やその他の東イシド語地峨からはガラスのびん

[陶掃の査の誤りか1に詰められて輸出される。 ・6 日本人が醤油の発明者だと言われ，現伝 C

もその醤油は他のどの固のものより優れているという。 ーこの商品は前世紀以前の商l冊目録に

も，サバりにも，ルドピーチにも見当らないH われわれにこれ白日本式製法を知らせたのは，

ケンパ fヶンベル.Engelbert Kaempfer 1651-1716]が最初であるJ(Theill. S. 104-5)。
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生薬等にはすでに最終製品の形態にきわめて近いものも含まれ， とれらを単に

一次加工品とみなすわけにはいかない。とはいえ，拾集，採取，伐採，捕獲等

に直接伴う加工は，最終的吏用価値を生み出すために， というよりも，むしろ

産出地と最終消費地ないし(最終消費に適合的な形態転化を惹き起こす加工の

場という意味での〉製造地との聞の距離に照応した，保管，輸送に適合的な形

態転化のためにとりあえず施されるものである。とりわけ非ョ-"ッパ物産品

目の大部分が， ヨーロッパでの高次の，ないし本来的加工を子想している点で

は，一次加工品も資源純鴎に合ませることは許されるであろう。ということは，

18世紀末までに相当の発展を左げていたヨーロ少バ工業にとっての資源の賦存

に対する関心が，すでに芽生えていたことが『序論』によっても窺える， とい

うことにほかならない均九

その場合，資源関心はとりわけどのような工業分野で発生していたのであろ

うか。再度第 1衰を参照すれば，天然染料ないし顔料，すなわち染種が12品目

にも上ることに気づく。標本構成のこの甚しい偏侍は単なる偶然であろうか。

もしこれが現実をそれなりに反映しているものだと言えるならば，ベッグマ y

の標本抽出の仕方に大きく影を落している工業分野が，広義の繊維工業であっ

たことは言うをまたな¥'0おそら〈繊維工業こそその特徴的な原料関心によっ

て，この「資源」とレうすぐれて操作的な概念を成立きせた最初の工業分野で

あったであろう o 少くとも， 18世紀末までに到達したドイツ繊維工業の生産力

水準が，ベック<;，/をして非単一戸ッパ物産の中でもすぐれて工業白利益に関

る特定の商品群に， その関心を注がせる結果を生んだと理解することは，あな

がち無理ではないように思われる山。

16) 現在』普通「資源」を意味するドイツ語はフヲンス語系の Cnaturliche)Ressourcenであるが，
Mω や A胞の類語と言えな〈はない Naturalienの用語法も， r資源」概意り成立過程との関
連において検討対象にかえられるべきF もしれない。 rとりわけ，稀少で，珍しく，特別り自然
産物を単に N叫 uralienと呼ぶJ(Zedler， a. a. 0.， Bd. 23， 1840， Sp.lお1)慣行であったとすれ
ば，Naturalienはその語義にすでに稀少性を含んでいたと言えるからである。

17) r序言」でかれは言う。 r丁度唱「医学」と「薬学JArzneywissenschaft und Apothekerkunst 
全体が薬種を覆っているように.F.αbriken， M四 ufakturen，Handwerke， K山市そして Land.

wirthschaftを覆うととになる， との広汎た哩問分野【商品学ゴの薬学以外の部分を似た土勺にノ
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⑤ それだけになお， ~序論』巻頭に「綿」が掲げられるばかりか，この項

目には全巻を通して最多ぷ頁数が費されていることに，注目しないわけにはい

かなL、。しかも，その内容は単に綿花を論じているばかりでなく，綿製品をも

対象にしたものであり，後出のように，非ヨーロッパ物産としての綿製品の，

ヨーロッハ綿製品に対する品質上の優位性を繰返し強調していさえするからで

ある。本書の編~Ij構成からすれば，資源関心に劣らず， ヨーロッパないしドイ

ツを製品輸入国とする現状認識から発する輸入代替関心もまた，ベックマ γの

本書執筆の動機となったようにも恩われる 18)。

たしかに，前項で取り上げた製造品 4品目の中で，やがて非ヨ ロッバ製品

からヨーロッバ製品に転化し，非ヨーロッパ世界に対するヨーロッバ社会の経

済的優位を支える戦略物質となるのは，綿製品だけである。その意味で，われわ

れの眼からすれば，綿は42品目の中でもめだって特異な歴史的性格を持つもの

と言わざるをえない。ベックマ y もまた，綿商品を待ち受けている，そのよう

な世界史的運命をすでに見通した上で綿に着目した， とまでは言い切れないに

せよ，本書の構成は，原料でもあり，製品でもある綿に対するベックマ yの並

々ならぬかつ複雑な関心の所在を窺わせるに足りる。それどころか，かれの

『序論』著述の直接の動機となったものは，そもそも綿に対するこのような関

心の生起ではなかったか， とし、う推定を行う乙とさえ可能であろう川。したが

、精密fじすることは，必ず同じ利益をもたbすであろうJ(5. V)，と。かれが Fabriken等と言う
時，すぐれてどのような業種を:念頭に置いてし、たのかが問題であるが，とまれかれが「原料学」
の構築を目指していたことも疑いを入れない。『位術学入門』の第6版申序章で言う。「詰澗芋の
一つの重要な部分は主副原料の正確な規定であり，もし自分がこれを個別的に論じる場合には，
Materia technologicaあるいは Materialkunde と呼びたい。これは商品芋の一部である。ーー
木書で位置料の説明が不十分と思弓読者は私の『序論』所参照芦れたいιとo Anleitung zur Te-

chnologie， S. 21-3;風巷，前掲書， 197， 239頁。
18) 同じく序文で。 rr薬学JAr zneykundeが「博物学者JNaturforscherの曲切を借りてから

高価な外国産O)M吋官TIalienの代りに，これに近、、園内産のものを利用することをわれわれ
は芋んだJ(5. IV)oそして幾分抽出に， r一つの[外国]商品を他の園内産の，あるいはより安
価な商品に代える提案や努力に触れることは，必要でないまでも少くとも有用な追記であろう」
(5. VII)，とも。

19) ベッグマンは綿を最初の検討対象に据えた理由を説明していない。商品学の中でも『薬種」
Arzneymittel， Mater叫 medicaに関る分野だけは側外的に発展し， そのためきわめて大きな利
益が生み出されたとの認識の下に目「薬学J(わが国の「本草学」に当る〕を規範にして，生産ノ
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ってここ で問われるべきは， 綿がベッグマンにとり，いかなる意味で「外国物

産」の中でも格別に「重要な」商品として立ち現れたのか， という点であろう。

それゆえ，ここで綿の項目を技き出して，その記述によめ立ち入った検討を

加えることはけっして無意味ではあるまい。 18世紀末20)にドイツ社会が，綿商

品に対してどのような認識を持つにいたっていたかという点を，ベ γ グマンの

記述を通して確認しておくことは， K日概念の成立過程を解明する上で，おそ

第 2 衰

¥産¥地¥¥類¥¥別¥ 
製造品

非製造品

計
鉱 革担 植

ヨーロ産ッ 物ドイ産ツ 1 2 4 6 

バ物 語ドイ長| 2 2 5 9 

(ド:物産 l 4 1 11 11 27 

4 _1_3 15 20 42 

注(1) I綿」では，インド綿布の対ヨ ロッハ輸入が重視されているので，便宜的に
ヨドョーロッノ、物産に類別した。

(2) Iドイツ物産」としたのは産地名にドイツが挙げられてL、る項目で，非ドイツ
物産ではないということではない。

(3) Iヨ ロヅパ物産」としたのは産地名にドイツないLヨーロッハが挙げられて
いる項目で，非 zーロッパ勅産ではないということではない。

、活動一般にかかわるいわば「原料学」としての「商品学」の樹立を構想したことを， r序論』執

筆動機とし亡示唆するだ什である。それゆえ，綿が官頭商品に選ばれたこと自体をj ひとまず重

視するほかはない。なお，こ D点で対照的な構成を示すのが『技市学入門』である。ここでは32

業種がj これまた躍列的に論じられているが， 冒頭にも毛織物業が晋7)'札 こ札に靴下編業，

製帽業l 羊毛染色業と続き，総頁数回約14克が羊毛工業で占められている。その反面，ここでは

棉工業は全く取り扱われていないο 『序論』で羊毛がほんとんど問題にされないように， であ

る。そりかぎりで，ベッグマンは繊維材料。中でも綿と羊毛を，何か対伊油性格を示すものと観

ていたとも言えるであろう。おそりく，非ドイツ物産とドイプ物産とをそれぞれ代表するものと

して。
20) I綿J項目執筆のためにへックマンは聞き取り調査を行い，また数多くの旅行記を主にした新

しい文献を利用しているo しかしその多くは1770，8C年代に刊行されたものであり， 1760守代以

前に間医されたものも少〈ない。したがって「綿J項目は1793年に執筆されたとはいえ，これに

盛られた情報はせいぜい1770年代頃までの実態を伝えるにすぎないのではないか， との疑問が当

然に生じよう。しかし七年戦争 (1756-63)の終結から第一次対仏同盟戦争(1792-97)の勃品

にいたるまでの30年聞を， たとえこの間にヨ ロッパ産業革命が確実に進行じ拍めていたにせ

よ，綿商品の諸範時を静態的に把え，三分の世紀の時差をひとまず無視してかかることは，必

ずしも蹄意味であると吾えない Cあろう。
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らく無用ではないはずだからである。ただ，その前に以上の論点に即して第 1

衰の要目をさらに整理しておこう(第 2表)。

ところで，この綿についての記述も秩序立ったものとは到底言い難い。羅列

的である上に論点整理も不十分で，繰り返しが目立つ反面，行諭はとかく一貫

性を欠きやすい。とはいえ，内容的には以下の 7項目に大別できるであろう。

すなわち，① 植物学的分類，①主産地別分類，④ カポック，④ 綿染色，

⑤ 製紙原料，③ ヨーロッパ綿~業の諸問題，⑦ その他，である。

そ乙己，以下ζ の項目別に，しかしできるかぎり行論の順序に従って，検討

を進めて行くことにする。

① 植物学的分類

ベッグマンはまず，

「綿ほど古〈から，またいたる正ころで利用されている種毛 Samen'l.ιolle，

pappusはなし、J(Theil 1. S. 1，以下 Theil1 は省略)，

と綿に着目する理由を簡単に述べて，次のように敷桁す品。

「この[綿という]属 Gossyp山間は多くの種 A吋を持ち，その種数と相

違点はまだ十分に明きらかにされていない。きわめて多くの国で生育し栽培

されるこの綿ほど，種と亜種の多い植物は存在しない。それゆえ異同を正確

に判断するためには，長年にわたる慎重な観察が必要であるJ(S， 3)。

世界各地で産出する「綿」が比類を絶した移しい種，亜種，変種，品種を持

つことが，ベググマンの分類学的関心を触発したことが示唆されている。逆に，

この分類学的関心がかれをして綿に注目させたとも言え，そのかぎわでやはり

りンネの影響は無視できないであろう。しかも，この分類の困難さは単に植物

学的多様性に由米するだけではない。

「農民十商人は，種毛の品質や形態変化に影響を及ぼすどんなに小さな事

情も見逃さず，この変化に応じて新しレ名称を与え，その結果一見したとこ

ろは種が増え，それだけ学問的に分類する困難も増加するのだJ(S. 4)。

かれによれば，綿分類に固有の，このような二重の困難を克服するために，
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宿命辛によって商品辛が基礎づけられなければならない。しかし前者はその課
h 

題をまだ果していない， と植物学に対する不満があからさまに表明される。

「このような困難に直面した者は，植物学から商品学のこの分野に対する

説明と確実な根拠を 他の分野が与えられているほどにはまだ与えられてい

ない。リ γ不の分類では 5種'"が挙げられているが，その特徴づけと「異名」

Sy町町m には近年大きな疑義が生じているJ(S. 4)。

i[ 5種り中でj もっとも分かりやすいのは， i木本Jdu: baumartige と

「革本Jd町 kn叫 μrtigeの区別である四。前者は真の喬木に成長 L，掌状葉

folia palmataを持つ。後者は一年生植物であり，丈の低い，直上の茎を持

ち，葉縁の切込みは弱<，花弁ば小吉<.花冠の茎部に紫紅色の斑点を持ち，

種子は白色である。それだ円，残り 3種の医別が困難になるJ(S. 5)。

こうして， リY ネばかりでなく ，Rum戸Fや Schwarzによる分類にも疑義

が提出される。さらに，

「最近リンネの知るよしもなかった 2， 3の新種も発見された。すなわち，

Spielmanη か0:，.G. macedonicum と呼ばれる種子を入手した Murrayが

記述 L，写生した G.lattfoliumである。さらに Forskalがアラピアで野生

のものを発見した G.rubrumがある。 この低かにも Cayenne[現在仏

領ギアナの都市]に産出すると言われる新種に関する報道もあるJ(8. 6.)。

「西イ y ド諸島には，現地で cotonde Siamと呼ばれる種がある。という

のもその種子がシャムか b来たと言われるからだ。乙れは他の種と明らかに

異る。綿毛は色づき，黄色あるいは薄いコーヒ一色である。これは1ばらし

く細く生糸に似ており，他のどんな種よりも細し、糸を作り，靴下の原料にな

るが，それは目の細さと美しさの点で絹製のものに劣らない。しかし，この

21) “Gossyp. herbaceum， arboreum， hirsutum， religios山 nund barbad，制"とし、う脚注が施さ
れている0

22) ルドピーチでは草本 CG.herbaceum. vitis lanigera)と木本 (G.arboreum caule levりの二
種が挙げられているにすぎない。 Lu出vici，Artikel“Baum、NoIle". in: a.仏日， Theil 1， Sp， 
141(}-12. 
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「濯木JStaudeは成長が遅く，傷みやすく，綿花 fの収穫量]も少し、。その

陪緑色の種子に綿毛が強〈附着しているので， I機械JJl.laschin聞で繰り上

げることはできず，指先で繰り上げなければならなし」その作業はきわめて

面倒で，遅々としか進まない。まさにそのゆえに，栽培量も少い。梱ではな

く，ポンドで計り売りされ，大部分は現地で加工される o Quatremere によ

れば，フランスへの輸入は禁止されているとのことであるJ(8. 7-8) '"。

以上のように，植物学上の分類の不十分き'"を批判はするが，ベックマ γは

かれ自身の分類を提示するわけではない。その代りに綿花の品質25)を基準に鋸

えて，いわゆる「格付け」による事実上の商品学的分類を試みようとするので

23) Iリツネはこれを G.hirsutl閣のE種とみなしたJ(5. 8) という脚庄が附されているu なお

ルドピ チにも， Iアンティリャス諸島には「 γ ャム綿Jsiamischeと呼ばれる絹のような綿花

田種がある」という指摘があり， その記述は『序論』のそれとほぼ 致してい否。 Ludovici，

a， a，口， Theil 1， Sp. 1425 しかし繰上げについては， Iアンティリャス諸島では Muhleと呼

ばれる「小さな機械Jkleine Maschineによって行われる」として，この「機械」操作を詳細に

説明している。 Ebd.，Sp. 1414-15 これが「シャム綿J を含むアンティリ十九綿 般を対象にし

ているりか否かは判然としない。

24) 現在でもワタ属の種数について，植物学士献は一致した設を与えてくれないの野口弥古監修

『農学大辞典 1975増改訂版一一』養賢弘昭和.，0年，では，r"Gossypiumに属する種，亜種

は10余を数え J (662頁)，と記しj 渡辺清彦『植物分類学 C種子植物)，風間書房， 昭和51

年，では， I白出sypium40J (70頁〕とあり，本田E次監修，山崎敬編集『現代生物学犬系7C~ 
中山書庇 1982年，では， Iワタ属 Gussypμ山 (2ο')J(95頁〉と不1されている。 IIarlandによれ

ば，ワタ属は細胞遺伝学的に 2類7 群に分けられるという。すなわち，第 l 類 (n~26) ， 新世界

栽培綿(4)，ポリネシア野生綿(3)，第 2 類 (n~13) ， 旧陸界栽培締(2)， I日世界野生利時(2)，新

世界野生綿(5)，ポリネシア野生綿 (1)，オーストラりア野生綿(1)，計18種が表示されている。

『農学大昨典~， 662頁。このような事情は， いくつもの種が絶滅する 方では，現在でも往々に

して野生積が発見言れるととにもよる。今日ではさらに， 代雑閣の摺輯用種子を牛摩するいわ

ゆる I~、イヅリヅド化」の実現カ"新しい問題を投げかけてもいる。 I綿花品質の過去 現在

未来」日本綿業振興会『繊維技術← 4 ースJl557号， 1983午，を参照ら

25) 現在，綿花の品質は蹴維毘によって，超長繊維綿，長繊維綿，中長繍維繍，中繊維綿，短繊維

縮に分類されるがj 昔通は主堂地によって，海島綿&a“land cottonないしエジプト綿Egyttian
cotton [繊維長 2.S--6.3cmJ，陸地綿 Up[andcott四[同1.3........Z.3cm]， アジア綿 Asianco曲 n
t同 O.9-2.5cm]に3分類〈木戸猪ー郎『繊維材粋吾説』三共出版，昭和54年， 104頁;日本綿

花協会「米綿の格付』改訂新版， 1966年， 2-3頁〉サるか，綿糸番手放によりて，長繊維綿 (60'

般以上の綿糸用)，中制跡tHm(30-40'級)，短1繊維綿 (20'叡以下)，主紡積用綿(テRシ綿〉に4分

類〈前調， ，繊維技術ニュース』論文〉すあかのいずれかのよ与である。たお栽培棉の主産地別品

種についてはョ同上論文のほか，岩佐俊吉『熱帯の有用作物』農林省熱帯農業研究七ンタ ，昭

和50年， 413 15頁，が詳しい。
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ある。それはいきおL、商品地理的検討にならざるをえない。

① 主産地別分類

綿は品質ないし産地によっていくつかの群に類別される。

「最優等のかっ最長の種はシャム，ヘンカゃんあるいはかつてムガーノレ王国

の支配下にはいった地域に産出するものである。そこでは大部分の綿が高い

喬木から穫れる。この綿花は細く，絹に似ており，長(，かっ強い。黄色か

ら靖、味がかった色をしている。 ー周辺0)，綿栽培が可能な地域で産出する

ものの品質はずでに劣る。その綿花は太(，短い。これは草木から採取され

る。しかしそのすぐれて白い色合がとりえである」俗的。

「アグラ?キプロス，アレキ+γ ドリアは上り優良な綿花を供給するが，

その色合は赤味を帯びているJ(S. 8)。

「これより北方，すなわちスミノレナ，サロニーキ，さらにそれより北部で

産出する綿の品質ははるかに落ちるJ(S. 8)。

「アメリカと西インドでは，Gossypium barbadenseだけが多年生で，他

種はすべて 一年生である。しか Lこの地域の綿は北アフリカ・トノレコ産

のものより， シャム・ベyガノレ産のものに近いJ(S. 8-9)。

「この生産物の品質は， これが採れる植物の丈が低くなるにつれて下がる。

ベYガノレでは 12-15Schuhの高さになる喬木であるが，アグラとアレキサ

Y ドリアではこれは 6Schuhの高さしかなしマルクでは 3Schuh，シチ

リアとスベインでは，綿は数カ月で枯死する草木にすぎないJ(S. 9)20'0 

こうして，植物学的分類と一応次元を異にした商品学的分類の試みが，産地

と品寅というこ重の基準を重ね合わせることによって行われる。後者の基本的

要素は綿繊維の色合，繊維長，繊度，強力等であり，後代oコ綿北格付けmの原

26) ノレドピーチでの評価は逆で， 木本綿は草本綿にはるかに劣る， と述べられている。 Ludovici

a. a. 0.， Theil 1， Sp. 1412 
27) 現在の格付の定義は， i合衆国政府公定綿花標準に従い， i品等JGrade，および「繊維長」

Statle leμ~gth とい弓用語によ勺て綿花の品質を記述す忍技術」である。『米輔の格付J. 7頁。
品等は，色合，葉込みその他爽雑物， iプレρ レーγzンJPrepar副 onの3要素から構成され，
「紘椎長」は日/16インチから7/4インチまで1/32イシチきざみの格差で区分される。品等と融/
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型を，すでにこのベックマ Y の分類に認めることができると言ってよいであろ
自

う。以下，しばらくかれの産地別検討を追って行これその際対象は綿花にと

どまらず，綿糸，綿布もまた検討対象に取り上げられる。

(i) 東イ γ ド

I'/'ャムとベンガノレから，この聞に綿花はほとんど輸出されていない。

Surateや Agraの周辺で，また tインド最南端]のコモリ γ岬からアジア

L大陸1の海岸線沿いに γャム tこいたるまでの仁之 yガノレ湾1沿岸域で収穫

される純白の綿花は，現地で加工される。とはし、ぇ，時折少量がスヲ トか

ら紅海経由カイロに輸送され，そこから多分ヨーロッパにも仕向円られるで

あろうとのことである。しかし，それがたとえばフラ γ スの「紡績場 1Mα-

nufacturに着荷する頃は，単に高価にすぎるばかりでなく， 多くの爽雑物

Spreu und Unrathで汚れているとし、う欠陥を持つJ(s. 9~lO) 。

この記述によって，当時イ γ ド綿の対ヨーロッパ輸出がほとんどみられず，

したがって，東アジアは綿工業地域ではあっても綿花供給地ではない， という

ベックマンの認識が明瞭に語られている。もっとも，インド綿が東アジア内部

で流通していないわけではなかった。かれは続ける。

「有色種は大部分が中国に， とりわ円南京に仕向けられ，そこで染色され

ないまますぼらしい黄褐色の，洗濯をしても色落ちしない，われわれが Nanー

が叫 Nankinchamoisと呼ぶ綿布に織り上げられる。これまで本物のナンキ

ンは容易に入手しえなかった。白色の綿花を使う織物も，中国ではきわめ亡

耐久性の強い貰褐色に染める乙とが Eきるので，経験の浅い者は相違を見分

ける乙とがまずできないJ(3. 9~1O)。

「ロシアでは比較的多量の本物のナンキンを輸入し，そこでは中困がKitai

、維長町ほかに綿花の品質を構成する補足的要素として「キャラクターJCharacterと呼ばれるも
りがあり，これには繊度，成熟度，強力，繊維長の均整度， よじれ，柔軟性，結合性が含まれ
る。現在生産量の最も多いアメ Uカン・アプランド綿のグレードに対する現行の「合衆国公定綿
花標準J (万国標準〉では，Strict C;ood Middlz'ngから BelowGrade Cottonにいたるまでの
40銀に，またアメりカン・エジプシアン納に対する「公定基準」では，Grade No. 1からGrade
No.10 までの 10級に，それぞれ格付けされる。~米棉の格付』の解説 〔附聾 1J等き'参照。
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と呼ばれるため，Kitaikaの1iでもってサンクトベテノレλ ブルグで大量に消

費されている。最近ではヨーロッパでも綿布をナンキンに似せて染め上げ，

それをナンキンと称して売り出し始めた。しかしその染色の耐久性は， じ中

国産のものに較べて]低いとのことであるJ(8. 10)。

ここで中国の，少くとも特定の染色技術の対欧優位に言及がなされているこ

とは，注目に値する。中国製品の模倣にヨーロッパがまだ完全に成功していな

いという認識が示されていることは，ベックマンにとり「外国物産」がどのよ

うなものとし C現象したのかという点を見究める上で，一つの材料を提供して

くれるからである加。とまれ，かれによれば，このような中国綿布の部分自サ優

位 ふ 全体と Lてみればイ Y ド綿布に及ばない。

「多様性，目の細さ， [染めの]美しき，品質，生産量の点で，イ '/Fで

織り上げられる綿布は驚嘆に値する。これは毎年ョーロ γ パに什向けられる

が，東インド会社のもっとも利益の上る品目となっているJ(5. 10-11)。

このインド綿布の優秀吉は，品質と価格に関るが，価格競争力については次

のように説明される。

「インド綿布は，この上なく陰惨な政府の腕の下で，奴隷制，欠乏，惨苦

の中に生きている人々によって生産されるのであわ，かれらはヨーロッハ人

が賃金の一部を一年の前払いをしな付れば，労働することさえできないので

あるJ(5. !l)。

インドにおける諸束インド会社と諸土俣の住民立配の実態について，ベ γ グ

マンがどの程度の認識を持ってし 1たかということをさて置くならば，インド綿

布の抜群の競争力のー要素として低賃金が指摘されてL、ることは，やはり留意

されるべきであろう o しかし同時にかれは， 比較を絶した「熟練JGeschz'ck 

lichkeit青挙げるこ Jーも忘わてはし、ない。

「インド人は綿花を糸に紡ぐが，これは熟練Lた指先だけがこれをなしう

るのである。この指先は， [織布に際しても]綿糸が湿度の高い天気が続く

28) 中凪綿工業の繁栄は，ルドピーチが一層強調するところである。 Ludovici，a. a. 0.， Theil 1， 
Sp. 14Hi 



20 (20) 第133巻第1.2号

聞に織り上げられるかえり，単純な織機による作業を止めることがなし、。ま

さにそのゆえに，インド人は 2月に収穫した綿花を雨期に，つまり. 5. 6， 

7月に加工できるよう準備を急くのである。そして t織布に際して1織機の

下に水を張るが，触れでも分らないほど細い糸に，水蒸気が強度を与えるの

である。 27Elle分の 1反はしばしば掌中に収められるほど Lの薄さ]であ

り，また指輪をすり抜けさせることができるほどである。 200El1eの長さ。

糸の束が 30Gran，時には 20Gran の重さにもならないことを見た者がい

るJ(S. 12-13)。

「ヨーロッパ人は綿糸をインドで購入し，そのまま現地で製織させるか，

漂白済みあるいは未漂白の綿布主購入する。最後者は H橘類の果汁あるいは

他の植物性酸によって見事な白色となる。製織された綿布には平織，綾織，

綾織があり，多くの綿布が男女によコて刺繍されるo また染料を付けた型に

よって型押しされたり，手描きされたり，まず線押しをした後塗布されたり

するJ(S. 12-13)。

当時なおヨーロッパがインドから輸入するのは，綿花でも綿糸でもなく，仕

上済み綿布か，白地綿布あるいは未漂白綿布であった。それでは，インド綿製

品と佼べてヨーロッパ綿製品はどうか。

「われわれの「綿加工JBaumwoll四一Arbeitenはイン「のそれの真似であ

る。しかしまだそれに完全に成功したわけではなし、。古くからわれわれは技

術改善の努力を続けてきたし，イ γ ド人が知らぬ諸科学をこの努力を功ける

ために進めてきた。 ー しかし最高級織物の生産には，単に熟練不足のため

ばかりでなく，原料不足，それにヨーロッパ人はかつかつの収入で労働する

ことができるほどに貧窮な生活を送ってはし、ない， ということのために成功

しなかったので，われわれはかれ bからついに捺染技術を学びとり，それを

多くの発明によって改善した後に，かれらから「白地綿布Jrohe Zeugeを購

入するようになったのである。これが Cattun-oder Indienne-Druckereyen 

である。われわれはアムステノレダム， ロンドン， コマ之ンハ-'r:/， ゴーテン
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ブノレク Gothenburg[Gotebor!i，lでの fオラ γ ダ，イギリ λ ，デンマーグ，

Z ウェーデγ の各東インド]会社の競売でこの綿布を購入する。これはしば

しば，Raynalの独訳の中でさえ，1ηdiαnische Lein即 and，toiles と呼ばれ

るが， これは例外なLにすべて綿布なのであり， より短くかつより正確に

Kattune と呼ばれるべきものである。 この語はきわめて古<. 綿を怠味す

るアラピア語 Cから米たもの]と思われるJ(S. 13-14)。

この記述はきわめて示唆に富む。インド綿布の輸入代替が，まず仕上工程で

成功したことが指摘されているからである。紡績，製織の両工程においてイン

ドがなお圧倒的優位に立つ要因を，ベックマンは，熟練，原料，低賃金に求め

ている。そして，紡織工程におけるヨーロッバ[とりわけドイツ]綿業の競争

力の弱さをし、かにして克服するかということよりも，染色工程において今中コ

ーロッパがインドに対抗できる競争力を部分的には備えるにいたったことを，

古しあたり震視しようとしているo それでは，なぜ染色工程が突破口になりえ

たのか。ベッグマンはとれについて十分な説明を与えているとは言えない。た

だイン lごからの技術移転1:， ， ヨーロザバ自身の技術改善努力を示唆するだけ

である。ここではこの問題に立ち入る余裕はないが， 19世紀のドイツ綿工業の

発展過程で，紡織工程よりも染色・仕上工程が比較的に早〈競争力を持ちえたこ

ととの関連で，これがきわめて重要な論点であることだけは指摘しておきたい。

ここでベッグマンは，ヨーロヅパに輸入されるインド綿布の分類に関心を寄

せるが，この部分は続稿において取り上げることにする。そこで次に，インド

綿布の流通量に関する記述の検討に移る。

iRaynalによれば fィγ ド東南部のj コロマ γデノレ海岸から[東]イン

ド各地に送られる綿布量は35001固と見積ることができるとのことだ。フラン

ス人古'800梱を[アラヒア海側].....ラパノレ 1海岸J， しそーリ VャY、のJMoka， 

1 sle de Franceに，イギリス人が1200相をボンベイ，マラパノレ，スマ}ラ，

フィリピンに，オランダ人が1500梱をその領有地に送る。 ょの外に500梱が

マニヲに出荷されるJ(S. 17-18)。
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「ヨーロッパはコロτγデノレ海岸から年に9500梱を仕入れる。デンマーク

人により 800梱， イギリス人により 30001困， オラ yダ人により 3200梱，フラ

ンス人により 250C畑。この綿布の中，青染め，あるいは青・赤縞染めの大量

の綿布が奴隷貿易の見返品としてアフリカ向けに出荷される。他は美しい

Batillas，手描き綿布， [東岸の]Masulipatnamあるいは PaZicat産の手

巾である。 1中国の原価はわずか400ノレピーという ζ とで，買付価額は380万ノレ

ピ (282，5万 Rthal)である。ヨーロッハもアジアもこれらの綿布購入の見

返りに他の商品を当てるのではなく， コロマ yデル海岸iま年に335方ノレピー

を現金で受け取るのであるJ(5. 18-19)。

ιの記述はいくつかの重要な論点を含んでいる。第 に 18世紀末のイ y ド

綿布の取扱量におL、て，オラ y ダがイギリスやフラ γ スを抑えて首位に立っと

の統計数値が紹介されていることである。との数値の対象時期，算出方法等は

不詳で，信i慢性には問題を残すものの，少〈ともオランダ東インド会社がこの

時期に依然 Fして大きな役割を果していたことについては，ほぼ疑いえないと

ころであろうHhしかもドイツのインド綿布輸入に際して， とりわけ才ランダ

東イ y ド会社への依存度が高かったと十分に推定できるので，そのことが後代

のドイツ綿工業の発展形態にどのような影響を及ぼしたのか， という点はおそ

らくまだ解明されていない課題と思われる。

第二に，周知のことではあるが，各束インド会社が単に印欧貿易を媒介した

だけではなく，東インド内部の貿易をも刊1介したことが，インド綿布の流通に

即しても確認できるということである。

第三に，ヨーロッハに仕向けられるインド綿布の少から山部分が，アフリカ

29) 18世紀後司のオランダ東インド貿易の衰退については，つとにたとえばクーリッンェルの指摘
-;-るところであり OosefKulischer. Allgemeine Wirtschaftsgeschichte d，白 Mittelaltersund 
der Ner日eit，Bd. 2， Munchen 1929， S. 212 [邦訳，松田智雄監修，諸国実他訳『ヨ -pッパ近
世経済史u頁梓鮭済新報社，昭有157年， 305頁J)，また大震安久雄「近代欧州経済史序説H大塚
久雄著作捧』第2巻，岩波書庖， 1969年， 103頁以下，石坂昭雄『オランダ型貿易国家り経済構
造』木来社， 1971年， 234-51頁，永積昭『オラ γ ダ東インド会社』近藤出版社， 1971年， 196→ 

200頁， 等が強調するところであるが，少くともインド綿布の対独輸入にお日るオランダ東イン
ド会社の占有率の変動については，なお慎重な検討が必要であろう。
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での奴隷買付けの見返品として用いられたということである制。この点は第二

点とともに，各東インド会社のインド綿布の総取扱量のうも，現実にヨ ロッ

パ(あるいはドイツ〕で最終的に消費された部分の比率はどの程度であったの

かという問題が，形成過程にある綿製品消費構造の特質の把握とからめて，検

討されなければならないことを示唆している。

(ii) 7フりカ

「アフリカでもし、くつかの優秀な種があり，たとえば Wida産のものは鮮

拭色であるが，産出量が少いの亡輸出はされなし、。上部エユ/プトでは木本の

綿を栽培し，これは 2月に開花する。これに対して F流域では毎年栽培を繰

り返し， 5月に播種を行う。しかし住民はその需要に見合うだけの収穫を上

げえないので，キプロス産綿花を購入 Lている。近頃はアレキサソドリアが

綿糸を供給している。」

ユジプトが綿の生産地であると同時に一大消費地でもあり，キプロア、綿の対

エジプト輸出さえみられるとし、う認識が示されていることを，ひとまず確認し

ておこう 30。

(iii) レバント

「レパント産綿花は，既述のように，インド産に較べれば劣るが，より北

方の諸地域で産出するものには優る。イ νド産に較べると純白ではあるが，

これほど長くはなく，これほど柔軟ではなしより乾燥しており，また硬く，

爽雑物が多く，やや粗い知的go それゆえ紡糸の際に難点がある。 トノレョ

領全域からフランス人は4500梱，オヲ Yダ人が3500梱，イギリ兄人が2000梱，

ベネツィア人・イタリア人が2C日0梱，合わせて12日00梱を買い付けている。

これに対して88000梱がレパントで加工されるということである J(5. 20) '"。

30) r綿工業と亜麻工業とは奴隷貿易で大きな役割を果1.-，奴散の買付けの際もっともよく使われ
文己主払手段であった 10Kulischer， a. a. 0.， S. 271 [邦訳， 390宜J，

31) rアレキサンドリアから輸出されるものは，細糸町 Unzen-，Risti-， Damnourib出 mwolleと
;息i1Eである a Ludovicl， a. a. 0.， Theil 1， Sp. 1422 

32) ルドピ チによれば， rマルセーユ経由で[ヨーロッパに]もたらされるレパント綿[花・糸]
は， 30 [以上]にも上るレパントのナベて町商業都市や集散地から輸出されるJ，EちιSp./



24 (24) 第133巻第1・2号

「多くの外国人がキプロス綿をベネツィアで注文するのであり，多分オラ

γダ人中イギリス人の商社も，この島で買い付けた綿花を投機のためにベネ

ツィ 7に出荷するJ(S. 20)。

18世紀末にベネツィアが依然， レパント綿の最大の集散地であったこと，レ

パ Y ト綿の取扱量についてはフランスが首位に立ったこと，この二点がとりわ

け注目されるべきである叩。

(a) キプロス

「キプロス糾は最両紋のもりであるが， きくところでは， 良質のレパゾ

ト産綿花は，取引においてすべてキプロス産と序ばれるとのことである」

(8. 20-21)。

「イ γ ドと同様にキプロスでも，買付人ば一年の前払いを行わなければな

らない。それゆえ買付人は 農民よりもはるかに大きい収入を土げるの産

出物の品質も住民の「勤勉Jlndustrieによるものではない。ここでは気候と

ート地のおかげで，その品質が保たれているだけなのだ。 じしかしJ5， 6日年

前は8日00梱をベネツィア人に供給していたというのに，今では5000梱も供給

できず， 3000梱も収穫できれば豊作というべきであるJ(S. 21)。

「必要な前払いを行えない外国人は，ユダヤ人の仲買人や代理人に頼るの

だが，かれらは優良綿と劣等綿を混綿すると非難されており，それゆえ梱は

引渡しの際に開俵されるJ(S. 22)。

「ここでは「水綿」と「陸綿」とが区別される。前者は水の乏しいこの土

地で降雨の後にできる小川に沿って栽培され，この利点を持たぬものより美

しい綿花をつける。ここでは 4月に播種される。これより早くならないのは

¥1422これは後出のレパント綿糸の節で一括して表示する。
33) 対レパント貿易で， 16世紀以来フラン久 tマルセーユ]とへネツィ 7が激しい角逐を演じたこ

とについては， KuHscher. 'a. a. 0.， S. 213-14， 235-7 [邦訳， 306-8， 338-42頁l ベ才、ツィア
とキプロスの綿花をめぐる歴史的関係については， W.Hマクエ ル著!清水広一郎訳『ゲェネツ
ィア 東西ョーロッハ白かなめ， 1081-1797Jl岩浪現代選書， 1979年， 16~貰，を参伊喝なお，

1770年代まではレパントがフラシスに対する最大の綿花の供抽地であったことについては，服部
春彦 i18世紀におけるフランス対外貿易の展開過程jI京都大学文学部研究紀要第四Jl1979年，の
詳細な分析を参照。また，乙こで「νパント」と言う時，マケドーアを除外していることに注意。
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埠害を恐れるからであり，これは必ず発生し，幼弱な植物を喰い尽して Lま

うであろう。種子は畝溝に播かれ，通気のために劣弱な芽は取り除かれる。

6月から 7月にかけて綿畑では除草が行われ，茎の周囲に土が盛られる。収

穫は10月から11月にかけて行われる。しかし浄綿に時間がとられるので， 51 

波Lは翌年の 2月から 3月にかけて行われる。降雨が不十分であったり 7

月に北 C南ワ]からの強い熱風が吹くと，綿花と綿突を成熟前に落してしま

い，時として農民と買付人の希望を打ち砕くのであるJ(S. 22-23)。

ここでもかつてのベネツィアの果した役割が示唆されているυ 綿花買付商人

と農民の聞に立つ Z ダヤ仲買人の役割が指摘されているととも，注目を惹〈。

さらに，品等の別から当然に発生しうる「混綿」が，ユダヤ仲買人の問で半ば

慣行として行われていたとの記述も，留意されるべきことであろう aヘ
(b) スミ/レナ

「スミルナ [IzmirJはナトリア [AηatoliaJで生育する綿花を供給する。

ここでは冬を迎える前に一度， 2月に再度ヲおそらくその後にもう一度畑が

鋤き返される。 4月の乾燥期に播種が行われる。というのは，降雨にあうと

種子が腐るからであε。 9月に成熟L-，毎朝成熟した「萌果JKapselがも

ぎ取られる。最初の 2日間に採れたものは，残余のものより優良として区別

される。この収穫期に温暖な晴天が必要なことは，容易に想像できることで

ある。さもなければ綿花の品質が低下するからだ。この収穫後に，畑は翌年

の小麦あるいは大麦の栽培のために耕作される。というのも，乙こでも輪作

を行う方が収穫が大であると考えられているからであるJ(S. 23)。

「少からぬ農民は，もぎ取った預果をただちに市場に出荷しようと急心

しかし大低の農民は茄果から実綿を取り出し，繰上げを行うが，そのために

一種の「円筒状装置JWal.'Zwerkが用いられる。とれは子供でも動かすこと

ができるものである。最優等の種子は橘積用に使われる。残余は牛や豚の飼

34) ルドピーチによれま.rキプロス島D生業は大抵綿花「栽培]から成り』したがってわれわれの
加工する綿花の大部分をここから得る.Hキプロス綿は純白で，主<，爽雑物も少し繊維長は
長い.JLudovici，仏 a.0.， Theil 1. Sp. 1417 
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料に供せられるJ(S. 23-24)。
氏

「浄綿を行い，十分に乾燥した繰綿は，山羊毛やその他の獣毛によって織

bれた厚地の布で俵装される。この俵装用布はベノレシャで大量に生産される

ので， ιれはおそらくスミノレナに隊聞によってもたらされるベルシャ物産を

包装するために， すでに使用されたものではないりか，との推測も成り立つ。

容積の大きいこの商品を俵装するために，一枚の俵装用布を敷いた箱を使っ

て梱を作る O この箱には強い圧力が加えられ，そのため 2-3 Ztr. の綿花が

)千縮きわし，その結果長さ 3Schuh，巾1.55chuh.厚さ 0.5Schuhの梱とな

る。 1000個をこえるこのような梱が，特別に堅同に建造きれたオランダ船に

荷積みされる。庄縮は，梱の表面を湿らすことによって容易となるのしかし

内側まで湿らしてはならなLづ (5.24-25)。

以上の記述により，レバ γ ト綿について綿花俵装の実態を具体的に知ること

ができるばかりか，特別に建造された綿花輸送専用船の存在も知 bされるので

ある。ヨーロッパへの綿花供給墓地として，レパントがきわめて重要な役割を

果していたことが確認でき石加。

(c) シリア

「シリア綿は S出de[Sidon] と Acra [Akko] に仕向けられ， とりわけ

フランス人によってマルセーユに逼ばれるJ(5. 25)。

シリアがアランλ への綿花供給基地であったことは，ほぼ疑いを入れな

L 、38)0 

(iv) マケドニア

35) Iスミルナ綿の品質は[地中海綿の中で1最低である。JI綿花は普通キプp ス.St. Jean d' Acre， 
スミルゾからもたらされる。スミルナで買いイつけられるものの中でI Darnamas平地庄の綿花が
もっとも美ししもっとも白い。 スミルナから毎年lOOC梱の綿花を輸入することができる。
少くともl可量の綿花が地元の「綿工業者JManufacturenによって加工されるにもかかわらずで
あるJ，Ebd.. Sp. 1418-19 なお俵装にワいてル Fビ チは， アンティリャス諸島での例を詳細
に員拍闘している。 Ebd.，Sp. 1415-16. 

36) ほぼ同桔の記述がルドピ チにも見出される o Ebd.. Sp. 1419 さらにクーリッシェルも指摘
す品。「とりわけ近東地域の綿とベルシャの絹とは， ヨ}ロッパ人を依黙としてンリアの首都
Cアレ')>-tと1に誘ったム Kulischer，a. a. 0.， S. 208 [邦訳， 360頁L
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「マケドニアでも大量に綿が栽培され， これはスミノレナ綿よりも劣等であ

るが，より安価でもある。何人かのドイツの「綿工業者JManufakturenの

最近の言によれば， この利点なるものは見かけだけのもので，これは強いマ

ットや靭皮で束ねられているため，きわめて爽雑物が多く，それゆえ甚L<
目減りするとのことである O この地域は年に120日開梱あるいは 60000Lasten 

を出荷し，その中フランプ、人が梱当り 80Piasterで12日001困を， ドイツ人が

全出荷量の三分の ， すなわ1'，400日0梱を輸入するということである。 これ

らすべての綿花は，最大の商都であるサロエーキあるいはテサロ三一キから

発送される。ドイツヘ入荷する分は，Semlinあるいは Serres経由陸路ウィ

ーγ に輸送され，そこからザグセ:/，ユーダーザグセン，シ π パーベ:/，ス

イスに仕向けられるJ(S. 25-26) 0 

「この重要な商業は全面的にギリシャ人の独占貿易かかれらの委託による

貿易である。しは Lばマケドニ7商人たちは数百台の荷車を連ねてウィーン

にやって来る。そこで積荷を売り捌き，あるいは買手が足りない時には，さ

らにドイツ南部まで， しばしばユ zノレγベルグにまで足を伸ばす。最後に荷

車と馬とを売り払い，従者を解雇し，サロユーキでまた新しい旅行の計画を

練るのである。この商人達が年に20万グノレデン貨をウィー Yから流出させ，

約 2万グルデンをオ-7-トリア諸国で消費するならば，年に18万グノレデyと

いう相当の甑が流出することになる。それゆえ，この商品をそこ Lマケドユ

ア]から自ら輸入する試みをドイツ商人がまだ行っていないとは，驚くべき

ことである。マケドニア綿が陸路で輸送されるということも奇妙に思われる。

というのも， トリエステ経由の C 部海上輸送]経路の方がはるかに容易で

あるように見えるからだ。トリエステの高関税がその理由なのだろうか?

それともこれは輸送船を見つけることが困難だからなのであろうかワ 少く

とも+ロニーキのギリシ叶人とドイツ人の商館の中で，これは当地で他のト

ノレづ領諸国におけるよりも大きな威信を持ち，安全を保障されているのであ

るが，自己の負担で船を保有できる者は皆無だということであるのウィー γ
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は今や7 ケドニア綿にとって大市場であるので， コγλ タγ チノープノレとサ
白

ロニーキ向けに手形を adrittura [addritura士山lm耐 elbar]あるいは直接

に振り出せるドイツで唯一の手形取引地であるJ(S. 26-7)。

以上の記述により， 18世紀のドイツ綿工業にとって，マケドニアが原綿供給

基地と Lてきわめて重要な役割を果していたこと， しかも陸路荷馬車によって

輸入されるマケドニア綿の， ドイツ各地の綿業地域への中継地がウィー Y であ

ったことは，もはや歴然とし亡いる的〉。 ζ のウィーン経由で輸入されるマケド

ニア綿 t紡織工程原和日と，アム見テノレダムから流入するインド綿布[染色工

程原料1との， ドイツ市場における対抗・補完関係を見極めることは， 19世紀

にはいって特徴的な発展を示すドイツ綿工業の， とりわけ地域的差異を把握す

る上で一つの要点であろう。

(v) マノレタ

「マノレタの勤勉な住民も u ・綿花を栽培し，それはその白色と繊度とで著

名である。これをかれらは紡ぎ，糸として外国人に， とりわけフランス人に

販売する。近頃では綿糸の大部分は地元産の綿花ではなしシチリアとカラ

プリアじナポリ王国西南部]， またトノレコからも密輸によって仕入れた綿花

を原料にして紡がれるということである。密輸 というのは マルタ綿

糸はフランス向け輸出の際に，現行の関税率の下では，こうしなければより

多くの関税を徴収されるからである。 1相当り 600ポンドの重量であるが，

年産2000梱の綿糸が販売される。しかし，Gozo島では男女によって，綿布，

靴下，帽子，手巾に織り上げられるJ(S. 27-28)。

「マノレタでは木本 f濯木]を栽培している。乙れは第 1年目には大幅に珂

定され，結実しないが 2・3年自の B・9月に開紫Lた後，枯死するJ(S 

37) ルドピーチは綿花田主産地ととして，エシプト， シリア，キプロス，Candien [Candia，グレ
タ島都市]，インド，シチリア，Apulien [Puglia，南イタリア.アドリア海側]，マルタを挙げて
いるが，マケドニアには言及していない。 Ludovici，a. a. 0.. Theil 1， Sp. 14120なお，ベーメ
ン綿工業にとってのマケドュア一一一ウィーン左い勺綿花輸入経路の重要性ば，術1園生真 "9世紀

中葉にお什るベ メン(チェコ〉機械制綿勧績業の成立Jr経済学研究』第331豊第i号， 1983年，
92頁，でもtlS'l商されるところである。
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28)。

「数年前にマノレタ人は有色のナンキン種の種子をシャムから入手し， これ

の栽培に期待をかけている。 B山 lZide SujJren [?Jも近年イ :/1ごから【紡糸]

用具 Werkzeugeを携えた数家族を招致し，かれらを過して紡糸美を改善し

ようと図ったJ(5. 28-29)。

以上の叙述は， マノレタがトノレコからフランスに至る綿経済の全地中海的流通

構造の只中に位置し，輸入綿花の紡糸加工を行って，綿糸をフランスに輸出す

る工業島であることを強調Lている削U イソドからの紡糸工の移住という例さ

え見られる土とはヲやはり注目に値することであろう。

Cvi) ベノレ・ンャ

「ベルシャの全州でも綿が栽培されており， とりわ付 Masanderan[カス

ピ海沿岸南部]で，しかも Gmelins によれば，草木種のものが 5月に播種

され 9月に収穫される。そのほとんど全てが，綿花のままでか加工される

かして近隣諸国に販売されるが，現在ヨーロッパに販売されるものは僅かで

ある。ある程度はロ >;/7に仕向けられる。しかしロシアはより多〈をフツレガ

リア人から購入L，後者はアジア・シベロア地域の他の諸民族と同じしこ

の生産物を「収穫しJgewinnen あるいは買い付け， Orenburg [ウラノレ山

脈西南端， ウラノレ河沿岸都市]で販売するJ(5. 29)。

ここでは，ベノレシャ綿[製品]のヨーロッパ向け輸出が少量にとどまったこ

と，むしろロンアと一定の貿易関係が形成されていることを確認Lてお円ばよ

いであろう叩。

38) ルドピ ヲによるマルタ綿評価も高い。 rマルタ島に生育し加工される綿ほど，美しく優良な
ものはどこにもないム「マルタ綿と Broda綿は長繊維綿の中でも最慢良種とみなされるJoEbd.， 
Sp. 1416--17。なお， へックマンはマルタを明示閣に Vバントに含まそ士℃いるわけではないが，
J.' (ともョーロ y パ範障には入れていない。逆に，ルドピーチはマルタをヨーロッバに含ませて
いるわけではないが，少〈ともレバント範鴻には入れていなし、。地中海を東西に分ける関門をマ
ルタが掘しているだけに，レパントとヨ}ロッパD接線上にあるマルタり綿業の位置づけは，き

わめて重要であると考えられる。
39) ルドピーチでもベル γ ャ綿業が重視台れている。 rベルジャでは舗は令州で生産されており，

全土で綿が栽培されている。大規模な綿加工業と商業が行われており，いくつかの都市や農村は
ほとんど，あるいはもっぱら綿によって維持されているJaEbd.， Sp. 14Hi 
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(vii) ヨーロヅパ
応

(a) シチリア

「シチリア島ではこの植物は 4月に播種され， 4-5 Patmen の高さに達す

る。ナポリ王国では最良種は fアドリア海側の] Bari t Lecceの地域で，

また [Tarαnto湾側jの]Basuticata地域でも生育する。カラプリアで栽培さ

れるものは，はるかに劣等 Eある。しかも Vallodi Consenz-a &のものは

最劣等である。 Lecceでは 3種があり，その中で cotoneturchescoと呼ばれ

るものは赤味を帯びる。これに対して他の 2種 (diTaranto， l' alto de' casali 

di Lecce)ば白色である。住民たちのみるところでは，レパ γ ト綿は Lecce

綿より白ぐはあるが，後者ほど細<.長<， G:郎、わけではない。 H.'oonRie 

deseZはとくに細い種を Ventinella と呼んでいる。ここでは木本では全〈た

い0 ・余った種子はここでも牛の飼料として用いられるJ(S. 3日)。

(b) スベイ y

「スペインでは Valencia附近で，豊作年には45万 Aroben の収穫が上

がる。 3月から 4月にかけて播種し，茎丈は約 1Elle である。しかし50ポ

ンドの種子からわずか 8ポンドの綿花が穫れるだけだといわれるJ(S. 31)。

ヨーロッバの綿花産出国としてシチリアとスヘイ νが挙げられているが，、ン

40) ノレドビーテも綿がヨ ロッパでも産出することを凹記しているが，産地としてシチりアを挙げ

るだけで，スベインには言及していない。とまれ，世来南イタリア等D棉花生産については，

大陸制度による一時的なものと毘られて来たが(たとえば石坂昭雄『大陸制度J.松田智雄編『西

洋経済史』青林君院新社，昭和57年，所収， 212頁を見よ).綿花を本来的に非ヨ ロ.， /、駒産

とする見方は修Eされなければならない。少〈とも産業革命期オーストリア綿工業にとって南イ

タりア帥が小さからぬ意義を持ったことは，すでに御園生真の指摘するところであり〈士刑制度

史学会1983年政季学術文舎での報告「三月前期におけるハフースプルク(オ ストリア田ハシカリ

ー〉帝国の貿易構造」の際配布された資料第6表， 第8衰を多聞)， ま/こ乙の ζ とは同時代資料
によっても確かめられる。 Artikel“8aumwolle"， in.: H. A. Pierer(Hrsg.)， U;ηiversal-Lexikon 
der Gegenwart und Vergangenheit， 2.， vollig umgearb. Aufl.， Bd. 4， Altenburg 1841， S 

28 ζ こではヨ ロッハ綿と Lて， 1.) マルタ綿，盛んに話培され，大部分は綿舟として輸
出， b) ンチリア綿， とりわけシラクサ海岸，品種 Bi叫 cavilla， Morlica， Terra 11間切a，2000
Ct，の輸出， c) ナポリ乱弘 Bari，Lecce (最優良種)， Basilicata， Tarent (産出量少)， いわ

ゆるトルコ綿は産出量もっとも少しカラプりア産は品質が劣る ;d)スペイン綿，品種 ;Motr江，
Sevilla， Granada，紺J維は蜘くかっ長い，しかL産出Eほ少し、」 左記述されている。[追記〕本ノ
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チリアの中に実はイタリア半島南端部も含められている。しかも，生産量はと
出

もかくとして，比較的高品質であることが強調されていることは無視できな

い<0'。綿花は事実上非ドイツ物産ではあっても非ヨーロッハ物産ではない， と

の認識がベックマンに明瞭にあったことは，やはり十分に留意されなければな

らないであろう。同時巳この誌識が綿化はヨーロッパ物産 Eはあっても Vイ

ツ物産 Cはないとの認識叫り消極的表現であるとすれば，それはすでに発展の

絡に就L、てし、るドイツ綿工業自体の，自己の置かれた環境に対する現状認識を

窺う上でも，看過できないところである。

(以下続稿〕

¥稿の校刷中に，御園生のよ記報告が「三月前期ハプスザルグ〈オーストリア・ハンガリー〉帝国

の貿易構造 1831年一1847:年」という標題のもとに， r経済学研究』第四巻第3号， 19回年，

に掲載された。回頁甲車9去を参照せよ。

41) ルドピーチは，ハンガリーでもトルコ綿依存から脱却するための大規模移植構想があることを
指摘し，さらに「シュレ ジエン綿J(Hirschberg， Kuhnast，とりわけ Grafenberg附近で産

出〉について詳細に紹介している。 Ludovici.a. a. 0.， Theil 1， Sp. 1423， 1426-7これに対して
ヘヅクマンは. i綿のあらゆる種類をヨーロッパの植物園 Gartenに集めることは容易でない。

というのもヨ ロッハの[男時な]天候から保護するために温室で栽培しなければならず，中に
はその生育にさらに様々な困難を伴う多くの草本や木本があるからだ」と述べるだけであ ι18

世紀末までの北ヨ ロvハへの棉移植の試みが，すべて失敗ほ終ったことを示唆している。


